さつきまつ
　
　
龍之介＃３２
　
　
　達哉さんと出会って、もう一年になる。気温が上がり、生命力に満ちた風が、青々とした衣を羽織った木々を吹き抜けていく季節。やがて来る夏を駆け抜けるために蓄えた力が発散される直前。風と空気が四季を通じて一番心地いい初夏に、私は恋をした。
　春、あれほどまでに枝を埋め尽くしていた桜の花もとうに散り、今は若々しい葉がめいっぱい存在を誇示している。
　木漏れ日が眩しくて、左手を目の上にかざす。去年と変わらないメイド服。一度外した腕章も、変わらない位置で木漏れ日を受けている。変わったのは……そう、隣にいる人……
　
　

　
　
　いつものように、達哉さんと並んで商店街を歩く。以前は姫様に仕えていたときの癖で二、三歩後ろを歩いていた。でも、その度に達哉さんは何も言わずに速度をゆるめて、隣に並ぶようにしてくれた。おかげで、今はもうその時の癖はすっかり抜けていた。
（恋人同士なんだからね）
　見上げた顔が、いつもそう言っていた。
　
　そして今日も、いつものように商店街の人々から冷やかされたりしながらの買い物を終え、家への道を歩いていく。
「あ、お兄ちゃん、ミアちゃん」
　後ろから声をかけられて振り向くと、フルートケースをを提げ、アイスを片手に持った麻衣さんが小走りで向かってきていた。
「買い出し終わったとこ？」
　達哉さんが提げているバッグを見ながら尋ねる。
「ああ」
「少ないね」
　麻衣さんの言葉通り、いつもは両手に持っているはずの荷物が今日は片手だけ、しかもその中身もいつもより少ない。
「冷蔵庫に買い置きのものが結構残っていたので、今日はそれをメインに使う予定なんです」
「ふ～ん……あ、そうだっ！　それくらいの荷物だったら私が持って帰るから、二人はちょっとどこかで遊んできたら？」
「そんな……そういうわけには……」
　手を振って辞退しようとするが、
「お兄ちゃんもミアちゃんもほっとくと頑張りすぎるんだから、たまには遊ぶっ！」
　そう言うが否や、達哉さんの手からバッグをひったくるように奪い取る。
「さ、行った行ったっ！」
　私と達哉さん、両方の背中をぽんぽんっと叩いて麻衣さんは家の方向へと駆けていく。目的を失い、二人で道の真ん中に立ち尽くしてしまう。
「……せっかくだし、ちょっとぶらぶらしようか？」
　達哉さんが時計を見ながら言う。夕飯の支度を始めるのには一時間ほどの余裕がある。
「はいっ！」
　心地よく晴れ渡ったうららかな午後、達哉さんとのんびり散歩。それだけで心が躍り出しそうだった。
　
　
　そういうわけで歩き出しては見たものの、特に行くあてもなく、とりあえず商店街を後にして、河原を歩く。のんびりと、風や草木の薫りを胸に染み込ませるようにゆっくりと呼吸をして。
「行きたいところ、ある？」
「う～ん……特には……」
　実際、早めに買い物が終わったら家でのんびりお茶でも、と思って出かけたので、行きたいところと言われても思いつかない。
「ん……じゃあとりあえず公園かな……」
　頷いて、少しだけ歩を早めた。
　
　物見の丘公園は、レジャーシートを広げて寝転がる人や、犬の散歩をする人、駆け回る子供達でいつものように賑わっていた。
 どちらから言い出したわけでもなく、緑に誘われるように、林へと続く道に入っていく。背の高い木々に日光が適度に遮られ、柔らかな木漏れ日が道を作る中を歩く。春に来たときは、一面桜色だった道だ。
　
　唐突に、姫様のことが思い出される。時折届く手紙からは、元気な様子と、姫として、次期女王として着実に成長されている様子がうかがえた。
（姫様……）
　共に歩んだ幾年間を思う。母の陰に隠れながら、初めて会った日のこと。見よう見まねで初めて淹れたお茶を、明らかな失敗作なのに「美味しい」と言って飲んでくれた姫様。何故か、出会った頃のことが次々と記憶の底から浮かび上がってくる。
「いい香りだな……」
　不意に聞こえた言葉に、意識を戻される。立ち止まって物思いをしている間に、達哉さんは少し先を行っていた。急いで駆け寄り、その視線の先を見ると、桜並木の端に並んだ、数本の深緑色の葉をつけた木。その葉の根本に、小さくも花弁の厚い、白い花が固まって咲いていた。
　風に乗って流れてくるのは、甘く、それでいて爽やかな、品のいい香り。
「橘……」
　また、記憶がよみがえってくる。
「へぇ、これが橘……」
　達哉さんが感心したように頷く。
「はい」
　脳裏にまだ幼かった頃の姫様の顔が浮かぶ。溢れ出す記憶に、懐かしさがこみ上げてくる。
「この橘の香りは、月では王族の女性が服に焚きつける香りなんです」
　きっと、風に乗ってこの香りがしたから、昔を思い出したのだろう。
「そうなんだ……でも、フィーナは違う匂いだったと思うけど……」
　首をかしげる。
「ええ。橘は月では栽培が難しく、数が多くありません。ですから、特別な式典の時にしか使われません。それに、香水ではなく服に煙を焚きつけるので、専用の道具などが必要なんです」
「なるほどねぇ。……で、ミアは嗅いだことあるんだ？　その服に焚きつけた香り」
「……はい。一度だけ……」
　
　
　あれは六年ほど前、姫様が初めて『姫』として貴族や高官達の前に出る日だった。式典の内容は憶えていないが、ただ、姫様が公式な場に出てスピーチをすることになっていたのははっきりと憶えている。平静を保っているようには見えても、もう仕えてずいぶん経っていた私は、姫様が緊張し、不安のせいか、かすかに震えているのが分かった。でも、私はその緊張をほぐす術を知らず、ただドレスの着付けを手伝うことしか出来なかった。
「フィーナ様、そろそろお時間です」
　ドアの向こうから聞こえた声に、姫様が立ち上がる。ドアまで見送ろうと、その後を追って歩き出した時だった。
「きゃっ」
　私も緊張していたのだろうか、何もないところでつんのめり、転びそうになった。
「ふふっ……ミアったら、おっちょこちょいね」
　思わず閉じた目を開けると、姫様に抱きかかえられるようにして支えられていた。橘の、甘く爽やかな香りが、目の前に溢れていた。
「不思議と、落ち着いたわ。ありがとう、ミア」
　手を離す間際に、姫様がそっと呟いた。もうその声にも、手にも、震えや緊張は感じられなかった。その時に見た、安らいだ笑顔は今も忘れない。
　
　
「そうか、数が少なくて貴重だから王族だけが身につけるようになったんだ」
　橘を見上げながら、達哉さんが頷く。
「それもあるんですが、橘は冬でも葉を落とさない常緑樹なんです。それで、永遠を表す木でもあって、女性だけが身につけるのは、『美しさが永遠に続くように』という願いもある、と聞きました」
「なるほど」
　しばらく花や葉を見上げながら、姫様の思い出も含めて話をした。
　
「行こうか」
　時間も頃合いで、花の強い香りに少し疲れた頃、達哉さんが切り出し、歩き出す。私も橘の白い花を見上げながら、そっと歩き出す。
「きゃっ」
　急に視界が傾く。何か石のようなものが足に当たってつまずいたと、その最中に気付く。「おっと」
　思わず閉じた目を開けると、達哉さんの胸が目の前にあった。腕はお腹から腰にかけて抱きかかえるように、私を支えていた。
「大丈夫？　足くじいたり、してない？」
　達哉さんの笑顔が、目の前にある。
　頭上から、橘の香りが降りてくる。甘く、爽やかな姫様の匂いの中で、私は隣にいる人へ笑みを返した。
　
　

　
　
　　さつきまつ　花橘の　香をかげば
　
　　　　　　　　昔の人の　袖のかぞする
　
　
『古今和歌集』夏歌より　よみ人しらず
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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